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次世代都市交通（ART⾞両システム）に係る成果報告
 ART正着のためのセンシング・制御・機械系補償について、今後の実用化

に向けた設計要件がほぼ明確になった
 ARTの運賃収受や車椅子固縛の簡素化について実証実験を行い、有効な

方式の提案を行った

H28年度
までの
成果

操舵伝達系のあらゆるところにセンサをつけて
機械的な応答（位相）遅れを検証

“あそび”が大きい操舵系も正着精度に影響

単独で正着要求性能を満足するものはない
⇒複数の組合せ（センサフュージョン）を検討

白線に代わる正着誘導方法の検討
【撮影画像・原画】 【オフライン・解析処理後画像】

【A・Bライン上温度線図】

非可視誘導線（熱反射塗装など）を比較検討

ART正着のためのセンシング・制御・機械系補償
に関する設計要件が明確になった



次世代都市交通（ART情報システム）に係る成果報告
 高度化PTPSの車載機側システムや関連アプリを対象としたART情報セン

ターの内部構成、外部接続について基本仕様を構築

 大型イベント（埼玉国際マラソン等）を活用した検証により、混雑予測・混
雑回避案内に関する知見を習得

 交通制約者歩行支援に係る歩行ナビについて、豊洲周辺のデータ整備お
よび対象被験者による有効性確認評価を実施

H28年度
までの
成果

豊洲地区の歩行支援ナビデータを整備
予備検証を実施、効果を確認

高度化PTPSシミュレーション検討

ART情報センターの基本構成仕様を構築

地図(屋外）

地図（屋内）

必要情報
ピンを押下すると詳細を表⽰
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案内

必要情報
信号、横断歩道の情報通知
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• API公開
• AP開発⽀援ツールの提供
• AP公開環境の提供

各種センサ ダイナミックマップ 関連システム

遅れているバス優先、乗車数の多いバス優先等の条件を付加
⇒ バス1台当たりの平均旅行時間は従来のPTPSと同等（下図）
⇒ 「利用者一人当たり」や定時運行の満足度指標を再検討
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特定方向のみ優先


